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　モオリス・ド・ゲランは、千八百十年八月五日、ガイヤック郡アンディヤック市ケイラなる父租傳
來の館に生れたが、このケイラといふ土地は自然に恵まれた實に魅力的な土地であったらしい。エル
ネスト・ズィロムスキイの『モオリス・ド・ゲラン』といふ本にそのことが詳しく書かれてゐるの
で、少少長くなるが次に引用してみよう。
　この地方は穏やかにしてかつ優しい土地であり（中略）調和に瀟ちた土地である。ケイラの館
は、やはらかくうねる寛やかな傾斜を持つた谷を見降す場庭に位置してゐた。（中略）
　谷底には、サンテユスウといふ名の細い小川がさらさらと音を立てて流れ、岸に沿って柳とポプ
ラが並木のやうに植ゑられてゐた。まはりには牧草地が廣がつてをり、それは丘の斜面に繋がつて
ゐる。丘の背のあちこちには木木が散在して、緑色の島や沈獣のオアシスを形づくつてゐた。
　谷の静けさの中にあつて、蛇木の影の落ちた卒和な草原は、ウェルギリウスの憂欝な氣分を吸ひ
込んでゐる。この地に於ては、ウェルギリウスの思ひ出が、あらがひ難い喚起力をもつて立ち現れ
るのである。
　ケイラに生える木木は、この羅馬の詩人が歌った風土に生える木木と同じもの、すなはち、銀色
に輝く柳、太陽の魂を結實させる無花果、涼しい木蔭のもとに極めて多くの親しい打明け話を見守
つてくれたマロニエ、光の中に草原の夢にも似て一際高くそびえるポプラなどである。
　様嫌な場慮にこの土地を潤す秘密の泉が湧き出し、草原を縫つて歌ひながら流れて行く。その一一
つ、ラウレの泉は、一日の時間の移ろひに從つて、ある時は樂しくまたある時は悲し氣にささやき
績けるが、それは、柏の木の心から歌ひつつ飛び出して來たウェルギリウスのニンフなのである。
（中略）
　この恵みに瀟ちた谷に於ては、二つの拉外れた強さで感畳を打つ現象が、人人の魂を長い瞑想へ
と誘ふ。その一つは豊かに響く研であり、残る一つは光と影のたはむれが織り成す見事な風景であ
る。
　筋は突如として響きを議し、長い鹸韻を引きつつ曲線から成る谷を横切つて行く。時に、その音
は空間を下り、流れ、丘の斜面に沿つて降りて行く。また、時に、その音は雲雀のごとくに谷底か
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ら舞ひ上り、透明な大氣に光の帯となつて漂ふ……
　十二歳を前にして、トゥルウズの沸學校に入れられるまで、ゲランはかうした素晴しい自然に園ま
れて成長した。生れつき鋭敏な感受性を備へたたましひが、このやうな風土で育つたとすれぽ、當然
のこととして、自然の複雑で微妙な表情に敏感になるはずである。しかもゲランの場合、特に、自然
を分析的に観察する能力ではなくて、自然を全膿として感じ取り、自然と一膿化する能力に恵まれて
ゐたやうである。そのことを、主として『緑の手帖』といふ作品を通して見てみよう。
　例へぽ、千八百三十三年四月二十五日の項には次のやうな記述が見られる。（因みに、この『緑の
手帖』は日記の膿裁を取った散文作品である。）
　今、雨が歌んだところだ。自然はみつみつしく輝いてゐる。大地は、生命を齎してくれた水を深
い喜びとともに味はつてゐるやうに見える。鳥達の喉もまたこの雨で滴つたやうだ。彼らがうたふ
歌は今や一層澄み渡り、生生として、鮮かに響いてゐる。その聲は、灘氣を含んで常になく音の通
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うそるやうになつた大氣の中で、素晴しい響きを襲して打ち震へてゐる。小夜鳴鳥、駕、つぐみ、高麗
　　あ　と　り鶯、猫子鳥、みそさざい。すべての鳥達が嬉嬉として歌つてをり、そこに、鷲鳥が一匹トランペッ
トのやうに鳴いて封照の妙を添へてゐる。それらに凝と耳を傾けてゐるやうな木木の群。遠くのは
うには無敷の林檎の木が花を附け、まるで雪球のやうに見える。櫻の木も同様に白い花を附け、あ
るいはピラミッド型に、あるいはあふぎの形に枝を廣げてゐる。
　鳥達は、時時、この、あらゆる樂器が大いなる調和を成して混然一膣となつてゐるオオケストラ
の敷果に、自らも一役買はうとしてゐるやうである。
　實はこのあとにすぐ績けて、ゲランは「帳に、かうした春と一艦になることが出來、自らのうち
に、自然を沸き立たせてゐるあらゆる生命、あらゆる愛を感じることが出來たならば！さらにまた、
自ら花になり、緑となり、鳥や歌や涼風となり、柔軟そのもの、官能それ自膿となつて、青空のやう
に晴晴とした氣持になることが出來たならぽ！その時、私はどうなるだらうか。時として、さういふ
考へに氣持を集中させ、また自然を凝覗することによつて、いくらかは上に述べたやうな氣分になる
ことが出來る。」と書いてゐるのだが、既に引いた生生とした文章のはつみを見れぽ、「いくらか」ど
ころではなく、理想的とでも言つてよい程にゲランが自然とマ燈化してゐることは明らかであらう。
大地に「生命を齎してくれた水を深い喜びとともに味はつてゐる」のはゲランその人であり、世界と
いふオオケストラが吹き鳴らす大いなる交響樂のただ中に降り立つて、鳥となり、花となり、木木に
そよぐ微風と化してゐるのはゲラン自身に他ならない。ここには、宇宙的とでも稻すべき調和の感畳
が見られるのであり、ゲランは、覗畳、聴畳、鰯畳を充全に解放することによつて、「官能それ自盤
となつて」世界と共に生きてゐるのである。
　更に何箇所か、かうした、ゲランの資質が見事に極立つてゐる箇所を引用してみよう。
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　自然の豊饒な胸の中をかけめぐるこの大いなる生命の流れ、目に見えない泉から湧き出して、世
界の静脈をはち切れんぼかりに漏たす、この大いなる生命の循環は、なんといふ素晴しい眺めであ
らう。それは我我の思考を奪つてうつとりさせる。大いなる生命の流れは、自らの上昇運動に從つ
て植物界から動物界へと、ますます純粋にまた高貴になりつつ昇りつめて行く。さうしてつひに人
聞の心臓を、この、あらゆる方向から自然の生命が流れ込む中心である人聞の心臓を、力強く鼓動
させるのである。（三十三年三月三十日。）
　我我が自然の懐に入り込むたびに、我我の魂は最も感動的な印象に封して開かれる。春や夏の美
　　　　　　　　わらしい日日に自然が嗅ひ、自らを飾る場合でも、あるいはまた秋や冬の寒い日日に自然が光を失ひ、
陰り、雨がちになる場合でも、そこには常になにものかが在つて、魂の表面だけでなくその最も奥
深い部分を動かし、無数の思ひ出を呼び畳ますのである。これらの思ひ出は、一見、外部の世界と
は何の關係もないやうに思はれるが、實際には、おそらく、我我には未知なるある共感によつて自
然の魂と深く続びついて交感してゐるに違ひない。私は今日、山毛櫻の森の中に横たはつて春の熱
氣を吸ひ込んでゐる時、さうした驚くべき力を感じたのである。（同年三月二十八日。）
　これは宴に瞠目すべき文章ではないだらうか。この文章を書いた時、ゲランはまだ廿三歳にもなつ
てゐなかつた筈である。ゲランが経験した自然との一膿感もその深さによつて我我を驚かせるに足り
るが、また一方、そのやうな、普通は幼年時代にしか経験することの出來ない魔術的とも言ふべき世
界との交感を、これも魔術的としか言ひやうのない散文で見事に顯現せしめた手腕は並み大抵のもの
ではない。ここには既に一家を成した散文家がゐる、と言つてよいだらう。形の整つた、息遣ひの長
い、良く響く散文。そのリズムは、豊かに息づく自然のリズムを奪ひ、非常の力をもつて、しかもそ
の力を感じさせないまでに易易と一片の紙の上に定著してゐる。
　『緑の手帖』が書かれたのは千八百三十二年七月十九日から千八百三十五年十月十三日にかけてで
あるが、それよりも十年ほど前、すなはち千八百二十二年一月五日、まだ十二歳にも満たないゲラン
は、既に鯛れたやうに、一人家族のもとを離れてトゥルウズに赴いてゐる。エスキイユ紳學校で古典
教育を受けるためである。これは、家族が彼を聖職に就けようと望んだ結果であつた。ゲランには兄
が一人、妨妹が各一人つつあり、田舎の貧乏貴族の次男坊としては恐らくそれ以外に道がなかつたの
であろう。
　千八百二十四年、パリのスタニスラス學院に入學。實はこの頃から、ゲランの短い生涯に於て大き
な意味を持つことになる、いはゆるd6racin6（故郷から根こそぎにされること）の問題が起こるの
であるが、それについては後に見ることにしよう。二十七年頃から、ゲランは聖職者志望に嫌氣がさ
したやうである。その結果として二十九年にはスタニスラス學院をやめて法律學校に移籍してゐる。
しかし、法律の勉強も、もとよりゲランが望んだことではなく（貧しいが才能のある若者が出世しな
けれぽならない場合、紳學校でないとすれぽ、法律學校へ行く外なかつたらう）、それ程長績きしな
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かつた。この頃から、三十二年四月、コレラ流行のためパリを襲つてケイラに向ふまでの聞、ゲラン
は、パリとケイラとの聞を何度か往復しつつ、職に就かないまま、時時雑誌に短い文章を議表した
り、詩を書いたりしてゐる。
　一方、千八百三十年十一月には、父親がアンディヤック市長の職を解かれ、また激箇月後には兄の
エランベエルも度量衡検査官を罷免となつてをり、そのためゲランは精神的にも物質的にもかなり苦
しんだ模様である。ジャアナリズムを目指したものの、思ふやうに交章が書けず自らの意志の弱さに
惟｝んでゐる。
　話を少し前に戻して、二十七年九月。この新學期にゲランはバルベ・ドオルヴaイと知り合ふ。そ
れ以來、ドオルヴィイは友人として善く、ゲランを都會生活になじませようと様檬な場庭に案内する
ことになる。この頃からモオリスは宗禮を排するやうになり、二十八年の復活祭の折には聖艦拝領を
拒否した。しかし全面的に信仰を捨てた繹ではなく、信仰がゆらぎ始めた分だけ苦悩も深くなつたや
うである。
　ところで、ゲランは二十四年にパリに出て來て以來、パリにあつては、絶えず、故郷から根こそぎ
にされるといふ辛い感じを持つてゐたが、どうやら都會生活にはうまくなじむことが出來なかったや
うである。内氣であつた上に、會話も不得手であり、都會人達の聞にとけ込むことが出來なかつたと
いふことに加へて、物質的な不如意も孤立感に拍車をかけたに蓮ひない。しかし何よりも、ゲランに
とつては、自然のただ中にあつて夢想し、宇宙生命と一膿化するといふ経験が絶えず必要だつたので
あり、さうした経験を與へてくれない大都會は、所詮彼にとつて全くの異郷に過ぎなかつたのであ
る。
　『線の手帖』は、ゲランが、パリに於るコレラ流行のためにケイラに戻つてから約三箇月後に附け
始められてゐるが、その冒頭には、故郷に蹄ることが彼にとつていかに大きな喜びであり慰めである
かといふことが書かれてゐる。といふことは、逆に、故郷から引き離されるのがそれだけゲランにと
つては辛い嘘験だつたといふことである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　ツ　トJ　　　　　　　　　　　 　 　ホ　オ　ム田舎に蹄つてからやがて三箇月牛にならうとしてゐる一父なる屋根の下に、くつろいで（これ
　　シエ・ソワは「我が家」といふ言葉を過不足なく要約する實に魅力的な英語である）、懐しい風景のただ中に
蹄つてから。今年は故郷の春を、それもゆつたりとして、自由で、あらゆる拘束から離れた春を見
ることが出來た。花花や線を氣まぐれに撒き散らし、腕白小信のやうに谷や丘を騙けまはる春を、
崇高な概念や優雅な空想をくり廣げ、大藝術家に倣ひ、あるいは藝術の手本を示すべく、様様な流
派を近附け、封照的なものを調和せしめる春を。僕は森の奥に、小川の岸邊に、丘の上に行つて腰
掛けた。子供の頃、素速く騙け廻つて無心に足を運んだ場慮にはすべて行つてみた……
　この、少少はしやぎ過ぎたとも見える文章に、我我はゲランの解故された喜びを讃み取る必要があ
る。ゲランにとつてパリ生活とは、結局のところ「狭苦しくて」」不自由な」「あらゆる拘束を負はさ
一74一
れた」ものに過ぎなかつたのであり、されぽこそ、「ゆつたりとして、自由で、あらゆる拘束から離
れた」故郷の春に再び出會へたことが、ゲランにこれ程の喜びを齎したのである。この條に績けてゲ
ランは「子供の頃通つた道に僕は足を強く押し附けた。人生の初めに印した足跡をあくまでも追つて
行つたのである」と書いてゐる。彼は、子供の頃に初めて見た風景に再び接することによつて、幼年
時代といふ「失はれた時」を見出し、そこに限りない慰めを感じてゐるのである。
　この時のケイラ滞在は約六箇月をもつて終り、八月になるとゲランは姉のウジェニイと共にレイサ
ックに赴き、ベイヌ家に滞在することになる。この時、去る年の九月に一度會つて、ほのかな懲心を
抱いてゐたベイヌ家の娘ルイズに求愛したが、ルイズはこれに答へず失敗に終つた。次いでケイラに
再び蹄り、十二月二日にはパリに至る。そこからさらにシェネエに行つて、ラムネが組織してゐた若
者のグルゥプに加はるためである。
　ラムネはこの年八月十五日に羅馬教皇の廻状によつて有罪を宣告されてをり、その到決に服して九
月二十九日にはシェネエに赴き、彼を取り巻く若者達と共にそこに滞在してゐた。ゲランは既に千八
百三十年の革命の頃、ラムネの主催する雑誌『未來』が標傍してゐた自由主義的カトリシスムにひか
れ、三十一年のケイラ滞在中にはこの雑誌の宣傳活動のやうなこともやつてゐた。この度ラムネは、
ウジェヌ・ボレといふ若者の懇請を容れてゲランの参加を許したのである。
　このシェネエ滞在は、三十三年九月、教會の命令によつてラムネの組織が解瞳されるまで績いてを
り、その聞にゲランはイタリア語を學び、宗教、哲學、科學關係の著作を激多く讃んでゐる。シェイ
クスピア、ゲエテ、バイロン、ユゴオなどに目を開かれたのもこの頃のことであつた。さらに組織解
艦直前に、ヴァル・ド・ラルゲノンに行き、イポリット・ド・ラ・モルヴォネ邸に滞在してゐるが、
この時、モルヴォネ夫人マリイに出會ふ。このことは後にゲランに取つて非常に大きな意味を持つこ
とになるだらう。
　ラムネの組織が解農した後、ゲランは一時プロエルメエルに滞在してをり、それからヴァル・ド・
ラルゲノンに二度、その他の場庭にも小旅行を試みてゐる。三十四年一月にはパリに戻つてやうやく
落ち着くが、生活は相攣らず安定しなかつた。雑誌に短い文章を議表する傍ら、復習教師になつた
り、母校であるスタニスラス學院で夏期講座を旛當したりして、わつかに糊口をしのいでゐたやうで
ある。
　ところで、この時期の『緑の手帖』を讃むと、ゲランがいかに「世聞」といふものを恐れてゐたか
が實によく解る。「世聞は私に恐怖を與へる」（三十三年十月十四日）、「私はひそかな恐怖とともに世
聞に足を踏み入れる」（三十四年一月二十四日）といつたやうな記述があちこちに見られるのである。
さうして、都會や群衆に嫌悪の念を表明しつつ、そのやうな都會にあつてなんとか生き抜いて行くた
めに、自然のイマアジュをたびたび心のうちに呼び畳まさうとしてゐる。
紳よ、私の目を閉して下さい。私はあの郡衆を見ることに耐へられないのです。群衆を見るだけ
一75一
で私は苦い思ひと落脆を感じるのです。群衆を横切る時には私を聾にして下さい。都會の騒音を聞
きたくないのです。群衆に交はつて歩く時、私を打ちのめす印象を感じさせないで下さい。さうし
てそのために、私の目の前に一つのイマアジュを、私が愛するものの幻を、野原を、谷聞を、畷野
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のぼを、ケイラを、ル・ヴァルを、とにかく自然の一部を立ち上らせて下さい。私はさうした優しい形
を持つたものの上に覗線を注ぎながら歩くやうにしませう。さうすれぽ、辛い思ひをしなくても瀦
むでせうから。（三十四年二月　一一日）。
　ゲランにとつて、都會とは騒音であり、混齪であり、不調和でつた。また、世聞とは、實際的な能
力のないゲランにとつては地獄に等しい存在であつた。
　都會がゲランにとつて嫌悪の封象になれぽなる程、逆に、自然は理想化されて行く。彼は孤立と不
安のさなかにあつて、心の中だけに存在する自然を頼りに生きてゐたのである。假に、好情詩といふ
ものが、ある存在から決定的に引き離れてしまつた者が上げる、その失はれた存在に封する限りない
愛惜の叫びであるとするならぽ、ゲランは確かにこの時、好情詩を書くべき時期にあつた。しかし、
實際にゲランが書いた仔情詩は弱い。故郷から根こそぎにされるといふ膿験が、充分にポエジイの電
1堅を高めるまでには至つてゐないのである。しかもゲランはその他に、まだまだ敏多くの解決すべき
問題を抱えてゐた。
　その一つに、例へば極端な自己分析の習癖があった。この自己分析癖は相當に執拗なものであつた
らしく、『線の手帖』にも、そのためにたびたび苦しい思ひをしたといふことが書かれてゐる。確か
に、自己の内面を見つめ過ぎるといふことは、精聯にとつてきはめて危険なことである。まつ、何か
にそのまま感動することが出來難くなつて來る。感動してゐる自分を見つめて分析することは、必ず
感動そのものを酸敗させてしまふからである。そのために、時としてゲランが自然と一膿化すること
によつて得た喜びも無残に壷無しにされることがあつた。次に、我我の内面には常に無敷の欲望が蚕
いてゐるから、あまり内面を見つめ過ぎると、一髄何が自分の氣持ちなのか解らなくなつて來るとい
ふことがある。自分の氣持ちが解らなくなれば、當然どう動いてよいのか解らなくなる筈だから、こ
こに行動の不能といふ問題も起こつて來る。また、内面を凝覗した時に一番目に附き易いのは、封立
する感情や氣持であるから、自己分析をする者は、おほむね、封立する感情に引き裂かれることにな
る。
　ゲランは、千八百三十八年五月二十二日附、パルベ・ドオルヴィイ宛の手紙の末尾に、たはむれ
に、H6autontimoroum6nos「我ト我ガ身ヲ罰スル老」と署名してゐるが、この言葉は、ただちにポ
オドレエルの同名の詩を思ひ起こさせる。そこには、自己分析が昂じてつひに自虐に至る悲劇が示さ
れてゐるのである。さらに自己分析の危瞼を與げれぽ、それが、最終的には創作の不能に導くといふ
ことである。自己分析に臓大な心的エネルギイを費してしまふ結果、藝術制作に使ふべきエネルギィ
が無くなつてしまふといふこともあるが、それと同時に、本來、我我の内面それ自瞭はさほど豊かな
ものではないといふことがある。我我の意識は、何ものかに向つてゐるのが常態なのであつて、意識
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が意識を見つめるといふことはある意味で異常なことなのである。豊かなものに向つた時に初めて我
我の意識、内面も豊かになるのであり、意識が意識それ自髄に向ふといふことはきはめて不毛なこと
であると言つてよい。そのことは、我我の意識を鏡に讐へて見れぽよく解るだらう。鏡は何かに向け
られて、その何ものかを爲し出してゐる時に初めて機能を果たすことが出來るのであり、二枚の鏡を
合はせ鏡にした時、そこには銀色に輝く虚無しか爲らない。極端な内面凝硯は、言語の原理的な考察
と同様に、我我を不毛に導く恐るぺき罠なのである。
　さて、ゲランが惟1んだことは更にある。それは、ゲランがいはゆる循環氣質に属してゐたといふこ
とである。循環氣質とは、簡軍に言ふと、精聯の高揚と意氣鎗沈を絶えずくり返し、しかもその振幅
が激しい型の氣質を指す言葉である。ゲランはその二つの極を、dilatation（膨張）とresserrement
（収縮）といふ言葉で言ひ表はしてゐる。
　私にとつて、内面に關することで、この極度の膨張の後に突然やつて來る収縮ほど恐るべきもの
は他に殆ど見當らない。この凝縮（ここではcondensationといふ言葉を使つてゐる）の状態で
は、最も生生とした能力も、最も物に感じやすい、あるいは活動的な領域も凝固してしまひ、活動
を全くやめてしまふのである。（三十四年八月二十六日）。
　やつかいなのは、この膨張と収縮が本人の意志では制禦出來ないことである。精神の高揚は榊の恩
寵のごとくに與へられるのであるが、この紳は氣まぐれなのであつて、恩寵を與へた時と同様に理由
なくそれを取り上げ、代りに意氣錆沈の底へと詩人をつき落とす。自我が無限に廣張し、自然との一
艦感に酔つてゐるかと思ふと、次の瞬聞には恐るべき収縮が起こり、詩人は自然から見離されて、冷
え冷えと凝固した自己の中に閉ざされてしまふのである。この二つの状態をいかにして統一するかと
いふことが長い聞に亙つてゲランを悩ますことになるが、答は容易には見出せなかつた。最終的に
は、この膨張、収縮のリズムを潮の瀟干のやうなものとして捉へ、宇宙的なリズムと一致せしめ、古
代的な叡知と諦念をもつて、封立のまま受け容れる、といふ可能性が示されることになる。散文詩
『サントオル』にその萌芽が見られるが、残念ながら充分に追求されないままに終った。
　次に憂欝といふことがある。ゲランは、パリ生活を通じて、物質的な不如意や孤立から屡屡憂欝に
なつてゐるが、それとは別に、理想を持つが故の憂欝といふことがあつた。ゲランの言ふ理想とはど
うもはつきりしないもので、ある時は理想的な宗教生活のやうでもあり、またある時は宇宙全膿の生
命との完全な一致状態のやうでもある。さらに、藝術制作にかかはるもののごとくであり、内面の調
和に關するもののごとくでもある。むしろ漠然としてゐるからこそ鯨計にやつかいなものであつたと
言へようか。いつれにしても、ゲランが絶えず理想によつて身を噛まれてゐたことは確かであり、そ
の理想に到蓬出來ないために絶えず憂欝を感じてゐたことも確かである。そのことは、また一方で、
ゲランが常に完壁を求めてやまなかったことにも通じてゐる。
　ゲランはその短い生涯の聞、最後まで幼児性から抜け切ることがなかつた。自然全膿の生命と魔術
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的な一膿化を逐げ得る、といふことがそもそも幼児に特有の能力であつたが、その他にも、例へば自
然を少女と見倣したり、木や花を人聞と見てそこに魂を附與するといふやうな、プリミティブとも形
容すべき感受性を持つてゐた。また常に足踏みをして前に進むことが出來ず、困難な状況にぶつかる
度に過去に逃避して事に當ることを避けようとするところがあつた。ところで、さうした傾向の中
で、最もゲラン自身を懐ましたのが、何ごとにつけても完壁を求め過ぎる、といふことであつたやう
に思はれる。
　私の幸輻は純粋で、あらゆる貼に於て完壁なものでなけれぽならない。ほんの少しのしみがあつ
ても私にはそれが醜く見えるし、空に一かけらの雲があるだけで、私には空全瞳が垂無しになつて
しまつたやうに思はれるのである。（三十三年四月二十二日）。
　これは、ゲランもすぐそのあとに書いてゐるやうに「氣狂ひ染みたこと」である。「といふのも、
そんな幸輻などこの世には存在しないのだから」。しかし、それはゲランにとつて、「存在の條件」と
でも言へる程身に染み附いてしまつたもので、現實に於ると空想に於るとを問はず、ゲランは完壁を
求めずにはゐられなかつた。幸輻などといふものは「逃げ水」のごときもので、近附いてそれを手に
入れようと思ひ立つた瞬聞に、最大の不幸のもとになるのであるから、その意味ではゲランの生き方
は確かに無残といふ外なかつた。完壁を求めずにはゐられない、といふ資性は、例へぽ藝術制作の面
に振り向けた場合に、わつかながら救はれる可能性があると言へるだらうが、それとても既に述べた
言語の原理的な考察や内面の極端な凝覗と同じやうに、藝術家を不毛に導く恐れが多分にある以上、
ゲランにとつて幸輻な資性であつたとは決して言へないのである。
　さてここで、ゲランにとつて最大の問題であつた死のことに移る。ゲランと死との關はり合ひにつ
いて考へる上できはめて示唆的な手紙があるのでまつそれを引いてみよう。千八百二十九年五月十八
日附の、妨ウジェニイに宛てた手紙がそれである。そこで、ゲランは妨に向つて、自分はまだ實人生
に於てそれほど経験を積んでゐないが、と断つてから、「しかし、たとへ人生をいかに慮用すべきか
知らないとしても、人生それ自豊を知つてゐます。僕がどこからやつて來たのか、また、どこへたど
りつかねばならないのか、といふことを知つてゐます」と言つてゐる。さらに「僕自身を知らうと
し、また我我を取り魅いてゐるものを知らうとした結果」衣のやうなことを知つたと書いてゐる。
　人聞が、まがひ物の偉大さを見せびらかし、その虚無を大袈裟に飾り立てようとしても所詮は虚
しいことです。榮唇と快樂とが大いに誘惑しようとしても無駄です。人聞の目は覆ひを貫き通し、
その下に「考へる葦」を、この地上に吹くあらゆる風にもてあそぼれる玩具を見る他ないからで
す。その額の上には、あの、清さうとしても決して治すことの出來ない死刑到決を讃むことが出來
るでせう。さうして、この世界全膿が、様様な建築物も、美も、偉大なものも、すべてが彼に示す
のは、すぐそこに迫つてゐる大いなる解膿なのです。實際、すべてが泊え去り、終る他ないこの世
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にあつて、生の観念は必然的に死のそれを喚び起こします。どうして一方を思はずしてもう一方を
思ふことが出來ませうか。
さらに績けてゲランは言ふ。
　お妨さんはおそらくかう言ふでせう。おまへはまだこの世の樂しみを知らないのだと。檬様な快
樂や氣晴しが與へてくれる人生の樂しみを、まだ全部味はつてゐないではないかと。しかしそれな
らお尋ねしますが、さうして旅行をし、會話を樂しみ、お祭騒ぎをすれぽ、お妨さんは自分自身を
脱ぎ捨てることが出來ますか。現在の悲惨や、未來に於る破壊を頭から追ひ沸ふことが出來ます
か。それは不可能に決つてゐます。死の聲と悲惨の聲が、人聞達のあらゆる聲よりも強く叫び、屡
屡にせ物でしかない喜びの、騒騒しい物音を消し去つてしまふでせう。藪激の不吉な観念を遠ざけ
るのに最も適してゐると思はれることが、實は、それらを最も生生しく喚び畳ましてしまふので
す。人生のはかなさを最もよく思ひ起こさせるのが、他でもない、娯樂や快樂なのです。
　ゲランが廿三歳頃に書いた文章の質については既に書いた。一方、これはゲランが十九歳の時の手
紙である。これだけのことをこれだけ整然と、しかも十九歳の少年が書いたといふことは驚くぺきこ
とではないだろうか。勿論、これ位のことは我我も十九ともなれば漠然とした形では考へるだらう。
しかし、漠然と考へるといふことと、それを呼吸の齪れない正確な文章で書き表すといふこととは別
である。
　ここでゲランの文章それ自饅について少し書いて置く。ゲランの散文を讃んでゐて常に感じること
だが、彼は、何を書いても呼吸を齪すといふことがない。時には詠嘆に走り、感傷に陥る危瞼も無い
ではないが、文章そのもののリズムは驚く程一定してをり、形を崩すことがない。ゲランの散文は、
ペンの速度と思考の速度の一致から生れた極めて稀な例であると言つてもよいだらう。そのことが、
たとへそこに何が書かれてゐようとも、讃む側の精赫を清清しく解放するのである。また、そのリズ
ムを崩さない限り、ゲランの精瀞の健康も保誼されてゐる。正確なリズムを刻む、狂ひのない文章
は、書く側の精瀞をまつ整へるからである。『緑の手帖』やかなりの敷に上る書簡を書いたことが、
危機的な時期に於るゲランの存在を支へたといふことは、このことを抜きにしては考へられないと言
つてよいだらう。
　しかし話が逸れた。問題をもとに戻さう。
　死に鰯れて書かれた文章で、もう一箇所、重要と思はれる條を引いてみる。ゲランが二十二歳の誕
生日に『緑の手帖』に書いた文章である。
　今日で、二十二年目の年は終つた。パリでは、屡屡、子供達が、ほんの小さな棺に入れられたま
ま、大群衆の聞を横切つて墓場へと運ばれて行く。だが、僕もまた、彼らと同じやうにこの世の中
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を横切つて來はしなかつたか、自分が棺に入つてゐるといふことも知らず、たつた一日の命である
といふことも全く忘れて。あの天使達はこの地上のことを何も知らないだらう。彼らは天國に生れ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いのちて行くのだ。さう言へぽ父が前に言つてゐた、幼い頃、僕の魂が、いまにも飛びたたうとして唇の
上に乗つてゐるのが屡屡見えたものだと。
　ゲランは八歳の時に母親を亡くしてをり、また髄も弱く物に感じやすい子供だつたので、死につい
ては早くからいろいろと考へてゐたやうである。既に見た姉宛の書簡にも明らかなやうに、十代の後
牛になると、我我はどこから來てどこへ行くのか、といふ問ひが頭から離れなくなる。この世に於る
人聞の生は束の聞のものに過ぎず、生きながらにして我我は棺に入つてゐるやうなものである、とい
　　　　　　にがふ認識は實に苦いもので、時に我我の生きる力そのものを奪ふことにもなりかねないが、ゲランは廿
代を通じてもこのやうな考へ方を持ち績けることになるのである。
　それにしても、人聞は必ず死ぬべきもので、所詮何をやつても虚しいのではないか、といふ疑問は
恐ろしい疑問である。その疑問に答へるのにどのやうな途があるだらうか。
　まつ考へられるのは自殺であらう。生きてゐるのは虚しい、と観じて、自ら命を断つてしまふこ
と。しかし、これはゲランの取るところとはならなかつた。但し、一度は自殺の考へが頭を掠めたこ
とは事實である。
　次に宗教に臨依するといふ途がある。絶封者を信じ、來世に於る永生を信じるといふこと。來世が
保謹されることで自ら現世に於る生の意味は定つて來るだらう。しかし、ゲランは、絶封者にょる救
濟といふことを、頭で理解することは出來ても心から信じることが出來なかったやうである。しかも
ゲランは嚴密な意味ではカトリック敏徒と言へず、その信仰は、アニミスムと汎紳論の匂ひがする。
　では藝術に生の意味を託すことは出來ないだらうか。例へばマラルメに於る「書物」、あるいはテ
ォフィル・ゴオティエの藝術至上主義。ゲランには確かに、詩を書くことによつて自己救濟を果たさ
うとする意志はあつたやうである。しかし、藝術それ自盟を絶封と見倣す考へ方はゲランには縁が薄
かつた。
　自殺もしない、宗教も最終的には信じられない、かと言つて、藝術を絶封競することも出來ないと
すれぽ、あとには諦念が残るだらうか。ゲランの態度は、我我の生き方の殆どがさうであるやうに、
この貼に關しては曖昧である。すなはち、全面的にではないが宗教を信じつつ、しかもある種の諦念
を持つて、報はれるかどうか定かではない藝術術制作に打ち込まうとしてゐる。
　時に、千八百三十五年一月二十二日、ゲランの生涯に於て最も重要な事件の一つが起こる。モルヴ
ォネ夫人マリイの死がそれである。既に記したやうに、ゲランは三十三年、ラムネの組織が解膿する
直前に、ヴァル・ド・ラルゲノンに行き、そこで初めて、友人イポリットの妻マリイに會つてゐる。
その後も二度、モルヴォネ家に滞在してゐるが、この滞在は、ゲランにとつてはケイラの「我が家」
に於るのと同様に心を慰めてくれる樂しいものであつたらしい。
　三度の滞在を通じて、ゲランはこの「優しい聲」を持つたマリイに次第に惹かれて行つた。既に引
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いたズィロムスキイによれぽ、彼はマリイを、尊敬の念とともに熱烈に、純粋に愛してゐたが、その
愛情にはまた高貴な宗教的感情も混つてゐたといふことである。マリイの死はゲランにきはめて大き
な衝撃を與へた。
　さうして、この衝撃から立ち直るために、ゲランはrマリイの死に想ふ』といふ文章を書くのであ
るが、このわつか十二ペエジ足らずの文章には、ゲランのそれまで抱へてゐた問題が集大成されてゐ
る観がある。また、静かな緊張をはらんだその散交は、質の高さから言つてもゲランの作品の頂貼を
成してゐるやうに思はれる。
　この文章は、マリイの夫であるイポリットに呼びかけるかたちで始つてゐる。
　わが友よ、私は一月以來、私達があれほどたびたび會話を交はしつつ辿つた道をもう一度辿り直
してゐる。しかし、ほんの少しでもそこから離れると、たちまち倦怠が私を引き止め、引き返すこ
とを饒儀なくさせる。そこで私は、道から逸れてしまつたことを後悔しつつ、愛情と共にもとの道
に戻るのだが、それといふのも、道から逸れることが私には、そこから自分の魂をもぎ離すことで
あるやうに感じられるからなのだ。さうして私の魂は、他のいかなる場庭に於ても再び孤猫な散策
をすることは出來ない、といふことをはつきりと知らされる。
　かうしてゲランは、過ぎ去つた日日にマリイやイポリットと共に樂しく會話を交はしながら辿つた
道を再び辿り直して行く。この散策を通じて、ゲランは様様な自然に鯛れつつ、肚大な、宇宙的とも
いふべき思考を展開して行くのだが、そこで最も重要な役割を果たすのは「物質」と「霞魂」といふ
概念である。すなはち、たとへ「物質」が破壊されたとしても、純粋な「鐘魂」は我我の記憶の中に
残り、從つて減ぶことがない、といふのがゲランの主張であり、マリイの肉瞳は滅んだにも拘らず、
その鐘魂はゲランの魂に生き績けることによつて不滅である、といふのがゲランがその時得た確信で
あつた。とは言へ、ここまでは特に事新しい考へ方ではないかも知れない・亡き人の面影が我我の心
の中に生きてゐる限り、その人は死んではゐない、といふのはよく言はれることだからである。しか
しゲランの考へはそこにとどまらない。ゲランは、更に一歩進め、まはりに廣がるIIf大な自然を観照
することによつて己の魂と自然との宇宙的な交感をなし逐げ、その結果、外部に存在する自然を、内
部に存在するマリイの純粋なイマアジュによつて荘嚴するに至るのである。今度はマリイその人に呼
びかけつつ彼は次のやうに言ふ。
……mかにあなたは既に自然の一部ではない。あなたは、かつてあなたが目に見える形で占めてゐ
た空聞の一部を見棄てた。しかしその代り、あなたは純粋な璽魂となり、今やあらゆるものを満た
してゐるのだ。草の蔭にひそむあなたの思ひ出が骸する香りに私は再び接することが出來る。あな
たの優しい聲は今なほ打ち震へ空氣を傳はり、名も知れぬ花の繭や野草のうぶ毛を震はせてゐる。
私は自然の忠實な懊にあつて、様様な要素の上に、あなたの唇、あなたの腕、あなたの輕やかな足
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が押し附けた刻印や動きを再び見い出す。また、それらの刻印を王冠のやうに飾り、守つてゐる鐘
魂の光輪を見ることが出來る。あなたは私にとつては自然と同じやうに偉大に思はれる。目に見え
る自然の廣がりは、私の目には、輝かしいあなたの思ひ出で満たされてゐるのだ。
　このやうに、ゲランはマリイの死を出襲貼として、その露魂によつて自然を精瀞化し、精紳化され
た自然の中へ自己を解清することによつて、大いなる安息を得てゐる。こζには既に、執拗な自己分
析に憶まされる「卑小な自己」（ジュリアン・グリイン）は姿を清してをり、マリイ＝自然との交感
によつてゲランは光に漏たされてゐるのである。魂の不滅を約束する信仰は、傳統的なカトリックか
ら離れ、自然の観照を土皇に据ゑた、一箇の肚麗な形而上學に似たものとなつてゐる。
　　『マリイの死に想ふ』を書き上げた時のゲランは晴朗（serein）と言つてもよい程の明るい顔をし
てゐる。ここから古代的な叡智と諦念への道はさう遠くない筈である。
　しかし、『サントオル』と『パッカント』を書きつつあった時、既にゲランは病魔に深く冒されて
ゐた。宿痢の一つ「理想」はつひに詩人を殺さなかつたが、もう一つの宿痢である肺結核が詩人を途
の牛ぽで発したのである。時にゲランは二十九歳、バタヴィア生れの英國娘カロリイヌ・ド・ジュル
ヴァンと結婚してからわつか八ケ月後のことであつた。
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